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進行再発大腸癌に対する CP早11併用 5FU/1-LV 療法の検討
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要 旨 :多施設共同研究グループである神奈川中部大腸癌懇話会として, 進行再発大腸癌に対する

CP 「11併用 研9 1 LV 療法の有用性を検討したので報告する [対象と方法] 淑l定可能病変 もしくは

評価可能病変を有する進行再発大腸癌で, PSO～1, 前治療未施行例, 術後再発例の場合は放射線療

法または術後補助化学療法後 4 週間以上経過している症例を対象とし, 文書による同意を得て施行し

た 5F U /1 LV 療法については sい′FU 2 療法を基本として CP早11を併用した 投与量は bolus5F U  400

m =′面, inftlsi伽5F U 2400m g/ポ, l LV 200唖 /1■l, C P早11 10町 胡である 評価は, 抗腫瘍効果を R E

CIST による判定で, 安全性をN C I C TC による有害事象判定により行った [結果] 適格症例は17例

で, 治療コース数の中央値は8 コースであった 奏効率は17 6% (C R :0, PR 13, SD :12, PEl :2),

D Iscasc―colltld  rttc (腫瘍増殖抑制率) は88 2% であった 有害事象としては, 血波毒性を自血球減

少41 2% , 好中球減少23.5% に認めたが, c.Iadc3/4 はそれぞれ23 5% , 11 8% であった 食思不振,

悪心, 嘔吐, 下痢, 国内炎などの消化器症状は, 6 1adc1/2 のものを5 9% に認めた [結論] 本臨床試

験は安全に施行されたが, 中間解析の結果 CP「11の投与量不足が考えられ, cP r ll併用による抗腫

易効果の増強は認められなかった
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